
「
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク

浄
土
ヶ
浜
ナ
イ
ト
ク
ル
ー

ズ
」
が
八
月
五
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
時
折
小
雨

が
ぱ
ら
つ
く
あ
い
に
く
の

曇
り
空
の
中
、
ス
タ
ッ
フ

を
含
め
約
百
三
十
名
の
方

が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

遠
い
と
こ
ろ
で
は
和
歌

山
県
や
東
京
都
な
ど
日
本

全
国
か
ら
の

大
勢
の
参
加

者
に
加
え
、

市
内
在
住
の

外
国
出
身
の

方
も
大
勢
参

加
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

日
本
の
文
化

を
体
験
し
て

い
た
だ
く
ため

、
外
国
人

の
皆
さ
ん
に

も
浴
衣
を
着

て
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま

し
た
。
と
て

も
賑
や
か
で

華
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、

浄
土
ヶ
浜
観

光
遊
覧
船
は

夕
闇
が
迫
る
港
を
出
港
し

ま
し
た
。

船
の
上
で
は
、
ビ
ュ
ッ

フ
ェ
形
式
の
軽
食
と
飲
み

物
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

後
藤
康
文
宮
古
市
国
際
交

流
協
会
会
長
の
乾
杯
の
ご

発
声
で
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ

は
始
ま
り
、
浄
土
ヶ
浜
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
職
員
の

佐
藤
さ
ん
に
よ
る
夏
の
星

空
の
解
説
、
岩
手
県

北
バ
ス
浄
土
ヶ
浜
遊

覧
船
事
業
部
の
八
重

樫
さ
ん
の
ユ
ー
モ
ア

あ
ふ
れ
る
軽
妙
な
司

会
、
外
国
人
の
参
加

者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
で
船
内
は
次
第

に
盛
り
上
が
っ
て
い

き
ま
し
た
。

ク
ル
ー
ズ
の
後
半

で
は
、
日
本
舞
踊
家

の
中
川
太
治
先
生
率
い
る

t
e
a
m

き
ざ
は
し
の
皆
さ

ん
に
よ
る
日
本
舞
踊
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
華
や
か

な
浴
衣
を
着
た
女
の
子
た

ち
の
、
可
愛
ら
し
く
も
あ

で
や
か
な
踊
り
や
、
中
川

先
生
の
幽
玄
な
舞
や
歌
謡

曲
に
合
わ
せ
た
モ
ダ
ン
な

舞
に
、
参
加
者
の
熱
気
は

最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。

参
加
し
て
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
、
参
加
者
の

浴
衣
の
着
付
け
も
手

伝
っ
て
く
だ
さ
っ
た

t
e
a
m

き
ざ
は
し
の

皆
さ
ん
、
観
光
協
会
、

浄
土
ヶ
浜
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
、
岩
手
県

北
バ
ス
の
皆
さ
ん
、

ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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そ
の
①

華やかな浴衣姿でご家族で参加してくださいました

teamきざはしの皆さんのあでやかな踊りに、感嘆のため息が

遊覧船へ向かって遊歩道を歩く、浴衣姿の参加者の皆さん

中川太治先生の幽玄な舞
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八
月
四
日
に
陸
中
ビ
ル

三
階
の
大
会
議
室
で
、
天

台
宗
ハ
ワ
イ
開
教
総
長
の

荒
了
寛
大
僧
正
の
講
演
会

が
、
「
生
き
る
と
は
な
ぁ

‐
ハ
ワ
イ
日
系
移
民
の
生

き
方
に
学
ぶ
‐
」
と
題
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
講
演
会
は
、
宮
古
市
日

中
友
好
協
会
と
宮
古
市
国

際
交
流
協
会
の
共
催
に
よ

る
も
の
で
、
両
協
会
の
会

長
を
務
め
る
後
藤
康
文
会

長
の
熱
意
で
実
現
し
た
も

の
で
す
。

当
日
は
、
約
三
百
名
の

方
に
来
場
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
開
場
の
数
時
間

も
前
か
ら
お
待
ち
に
な
っ

て
い
た
熱
心
な
お
客
様
も

い
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ

ハ
ワ
イ
州
に

お
住
ま
い
の

荒
了
寛
先
生
に
は
、
講
演

会
な
ど
の
た
め
に
、
こ
れ

ま
で
に
何
度
も
宮
古
市
に

足
を
お
運
び
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

今
回
の
講
演
会
で
は
、

日
系
移
民
の
歴
史
や
第
二

次
世
界
大
戦
に
従
軍
し
た

日
系
人
兵
士
に
つ
い
て
の

貴
重
な
お
話
に
、
来
場
し

た
皆
さ
ん
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く

さ
ん
の
今
年
の
春
夏
。
六

月
十
八
日
に
は
、
フ
ラ
ッ

ト
ピ
ア
み
や
こ
で
、
メ
キ

シ
コ
出
身
で
川
井
在
住
の

贄
田
強
エ
ド
ワ
ル
ド
さ
ん

を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、

「
メ
キ
シ
コ
料
理
講
習
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
三
十

六
名
の
方
が
参
加
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

料
理
を
始
め
る
前
に
、

メ
キ
シ
コ
の
国
や
伝
統
文

化
に
つ
い
て
講

師
の
贄
田
先
生

か
ら
説
明
が
あ

り
、
そ
の
後
メ

キ
シ
コ
の
ゲ
ー

ム
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

講
習
会
で
は

四
種
類
の
料
理

作
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
ト
マ

ト
の
赤
、
玉
ね

ぎ
の
白
、
そ
し
て
唐
辛
子

の
緑
と
い
う
、
メ
キ
シ
コ

国
旗
の
三
色
の
食
材
を
使
っ

た
「Huevos

a
la

Mexi

c
a
n
a

」
（
メ
キ
シ
コ
風
ス

ク
ラ
ン
ブ
ル
エ
ッ
グ
）
、

ト
ル
テ
ィ
ー
ヤ
に
チ
ー
ズ

と
ハ
ム
を
挟
ん
で
焼
い
た

「Que
sa

di
l
la

」
（
ケ
サ

デ
ィ
ー
ヤ
）
、
バ
ナ
ナ
と

サ
ワ
ー
ク
リ
ー
ム
、
シ
ナ

モ
ン
、
砂
糖
を
ミ
ッ
ク
ス

し
た
「P

la
tan

os
c
on

crema

」
（
プ
ラ
タ
ノ
ス
・

コ
ン
・
ク
レ
マ
）
、
そ
し

て
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ラ
イ
ム

を
大
量
に
使
っ
た
「A

g
u
a

de
Limon

」
（
ア
グ
ア
・

デ
・
リ
モ
ン
）
で
す
。
料

理
の
後
は
、
作
っ
た
も
の

を
皆
で
試
食
し
ま
し
た
。

日
本
人
の
口
に
も
合
う
味

で
、
大
好
評
で
し
た
。

2017年（平成29年）10月発行 第４号

2

来場者の熱気にあふれる講演会場

荒
了
寛
大
僧
正
講
演
会

事
業
報
告

そ
の
②

講演会の後の懇親会で。左から山本宮古市長、荒了寛大僧正、後藤康文会長

事
業
報
告

そ
の
③

メ
キ
シ
コ
料
理
講
習
会

出来上がったお料理。絶品でした

にぎやかに楽しく料理を進める参加者の皆さん



宮
古
市
国
際
交
流
協
会

で
は
、
「W

A
W
R
A
S
U

‐
わ

ら
す
」
（
中
川
太
治
代
表
）

と
い
う
団
体
で
、
第
三
十

三
回
み
や
こ
秋
ま
つ
り
の

二
日
目
の
船
山
車
パ
レ
ー

ド
に
参
加
し
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
、
中
川
太

治
先
生
、
「t

e
a
m

き
ざ

は
し
」
、
グ
ラ
ツ
ィ
ア
、

宮
古
民
謡
保
存
会
小
田
代

車
中
、
梅
村
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
・
ピ
ア
ノ
教

室
、
野
崎
フ
ル
ー
ト
・

ピ
ア
ノ
教
室
と
市
内

の
各
教
室
に
通
う
子

ど
も
た
ち
を
中
心
に
、

総
勢
百
名
。

台
風
の
影
響
で
、

雨
の
降
る
中
、
風
の

吹
く
中
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
踊
り
・
演

奏
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
、
ま
つ
り
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

協
会
か
ら
は
、
会
員
、

事
務
局
員
の
四
名
、
そ
し

て
、
浄
土
ヶ
浜
遊
覧
船
の

八
重
樫
部
長
と
マ
リ
ン
ガ

イ
ド
の
横
山
葵
さ
ん
が
参

加
。
参
加
の
様
子
は
、

「
ヤ
エ
ガ
シ

T
V

」
で
公

開
予
定
で
す
。

来
年
は
ぜ
ひ
、
外
国
人

の
方
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

※
「
ヤ
エ
ガ
シ

TV

」

Y
o
u
T
u
b
e

の
「
宮
古
市

公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル

M385

」

で
公
開
中
の
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
。

宮
古
市
国
際
交
流
協
会

で
は
、
宮
古
市
と
連
携
し
、

踊
り
を
習
う
編
を
制
作
。

外
国
人
に
日
本
の
文
化
や

宮
古
の
風
習
を
伝
え
る
素

材
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

八
月
二
十
一
日
に
、

宮
古
市
役
所
六
階
大
会

議
室
に
お
い
て
、
第
一

回
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
約
百
名
の
方
が
参

加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。東

京
駅
観
光
案
内
所

のTIC
TOKYO

統
括
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
小
澤
敏

弘
さ
ん
と
、
岩
手
県
国

際
交
流
協
会
の
呉
慧
敏

専
門
員
を
講
師
に
招
き
、

日
本
と
岩
手
県
、
そ
れ

ぞ
れ
の
訪
日
外
国
人
観

光
客
の
現
状
に
つ
い
て

お
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

日
本
で
最
も
外
国
人

が
訪
れ
る
観
光
案
内
所

の
ひ
と
つ
で
あ
るTIC

TOKYO

で
、
実
際
に
外
国

人
観
光
客
の
対
応
を
し

て
い
る
小
澤
さ
ん
の
お

話
は
非
常
に
具
体
的
で
、

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
増

加
が
見
込
ま
れ
る
訪
日

外
国
人
観
光
客
に
対
応

す
る
た
め
の
非
常
に
有

意
義
な
講
演
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、

呉
専
門
員

か
ら
は
、

岩
手
県
の

外
国
人
観

光
客
の
受

け
入
れ
状

況
や
、
来

訪
者
数
の

統
計
の
お

話
な
ど
、

ま
だ
決
し

て
多
く
は

な
い
岩
手
へ
の
外
国
人

観
光
客
の
来
訪
で
は
あ

り
ま
す
が
、
今
の
う
ち

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
が
見
え

る
講
演
と
な
り
、
来
場

者
の
皆
様
も
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

第
二
回
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
セ
ミ
ナ
ー
は
十
一

月
の
開
催
を
予
定
し
て

お
り
、
詳
細
が
決
ま
り

次
第
、
ま
た
皆
様
に
も

お
伝
え
い
た
し
ま
す
。
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み
や
こ
秋
ま
つ
り

事
業
報
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そ
の
④

パ
レ
ー
ド
参
加

呉専門員のお話に熱心に聞き入る参加者の皆さん

マリンガイドの横山さん

YouTubeのヤエガシTVの

QRコードです

事業報告 その⑤

第一回

インバウンドセミナー



六
月
六
日
か
ら
八
月
八

日
ま
で
の
計
十
回
に
わ
た

り
、
「
外
国
人
観
光
客
お

も
て
な
し
研
修
会
」
と

題
し
て
、
増
え
続
け
る
外

国
人
観
光
客
に
外
国
語
で

円
滑
に
対
応
す
る
能
力
を

高
め
る
た
め
の
、
外
国
語

の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
観
光
業
に
携
わ
る
方

や
行
政
職
員
を
中
心
に
、

三
十
名
以
上
の
方
が
受
講

し
ま
し
た
。

第
一
回
か
ら
第
四
回
ま

で
は
英
語
研
修
、
第
五
回
・

六
回
は
ス
ペ
イ
ン
語
研
修
、

第
七
回
・
八
回
は
中
国
語

研
修
、
そ
し
て
第
九
回
と

第
十
回
は
イ
タ
リ
ア
語
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

英
語
研
修
で
は
、
国
際

交
流
協
会
の
伊
藤
事
務
局

員
が
講
師
を
務
め
、
市
内

の
学
校
で
英
語
を
教
え
て

い
るA

L
T

の
ゴ
ー
ド
ン
さ

ん
が
特
別
講
師
と
し
て
参

加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ス
ペ
イ
ン
語
研
修
は
、

メ
キ
シ
コ
料
理
講
習
会
の

講
師
も
務
め
て
い
た
だ
い

た
、
贄
田
強
エ
ド
ワ
ル
ド

さ
ん
が
講
師
を
務
め
ま
し

た
。中

国
語
研
修
は
、
中
国

に
二
年
間
留
学
経
験
の
あ

る
井
田
裕
基
さ
ん
に
講
師

を
お
願
い
し
ま
し
た
。
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
、
中
国

語
の
発
音
の
難
し
さ
に
苦

労
し
な
が
ら
も
、
日
本
語

と
の
共
通
点
や
違
い
に
驚

い
て
い
ま
し
た
。

イ
タ
リ
ア
語
研
修
は
、

イ
タ
リ
ア
に
九
年
間
滞
在

し
た
伊
藤
事
務
局
員
が
講

師
を
担
当
し
ま
し
た
。
イ

タ
リ
ア
語
の
文
法
の
複
雑

さ
に
頭
を
抱
え
た
参
加
者

が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

ス
ペ
イ
ン
語
、
中
国
語
、

イ
タ
リ
ア
語
は
、
初
め
て

接
す
る
人
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
英
語
以
外
の
外

国
語
に
触
れ
、
視
野
と
知

識
を
広
げ
る
良
い
機
会
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

八
月
二
十
九
日
か
ら
は
、

宮
古
市
役
所
分
庁
舎
に
お

い
て
「
英
検
対
策
勉
強
会
」

を
毎
週
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
行
政
職
員
や

関
係
団
体
職
員
、
国
際
交

流
協
会
の
会
員
、
お
よ
び

英
語
学
習
に
意
欲
を
持
っ

て
い
る
人
を
対
象
と
し
た
、

英
検
に
向
け
て
の
勉
強
会

で
す
。
英
語
の
会
話
だ
け

で
な
く
、
語
彙
や
文
法
も

含
め
た
総
合
的
な
英
語
の

力
を
伸
ば
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
開
催
し
ま
し
た
。

中
学
生
か
ら
大
人
ま
で

の
幅
広
い
年
齢
層
の
参
加

者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
受
験
す

る
級
を
決
め
て
自
習
を
進

め
、
分
か
ら
な
い
部
分
を

講
師
に
質
問
し
な
が
ら
、

十
月
の
一
次
試
験
に
向
け

て
真
剣
に
勉
強
を
進
め
て

い
ま
す
。

一
次
試
験
に
合
格
す
る

と
、
三
級
以
上
で
は
二
次

試
験
で
英
語
の
面
接
が
あ

り
ま
す
の
で
、
二
次
試
験

前
に
は
面
接
練
習
も
行
う

予
定
で
す
。

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な

英
検
対
策
勉
強
会
や

T
O
E

I
C

対
策
勉
強
会
な
ど
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。
宮

古
市
全
体
の
外
国
語
の
学

習
熱
を
高
め
、
市
民
全
体

で
外
国
人
観
光
客
に
対
す

る
お
も
て
な
し
の
意
識
も

高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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事業報告 その⑥

外国人観光客
おもてなし研修会

英語研修での特別講師のゴードンさん

中国語講師の井田さんと熱心に学ぶ参加者の皆さん

スペイン語講師を務めた贄田さん

初めてのイタリア語に苦戦中

事
業
報
告

そ
の
⑦

英
検
対
策
勉
強
会


